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はじめにはじめにはじめにはじめに 

米国では，人や家畜に対する毒性の評価が厳

しく，EU では水や生態系に与える生態毒性の

評価が厳しいと聞いている． 

1993 年に米国科学アカデミーは食物中の

残留農薬が乳幼児と児童へ与える影響について

報告し，大きな反響を社会に与えた．これらを

受け米国民の健康を守るため，1996 年 8 月に

米国食品品質保護法(FQPA)が発令された． 

一方，EU でも化学物質のリスク評価の見直

しが行われた．農薬の各成分について，消費者

や農民，地下水および鳥，哺乳動物，ミミズ，

ミツバチ，天敵など農薬の標的以外の生物の健

康 に 関 し て リ ス ク の 再 評 価 が 実 施 さ れ た ．

1993 年の時点では市場に出ている数万の製

品中に含まれる活性成分は約 1,200 種存在し

たが，2009 年 10 月の時点で認可された活性

成分は 334 種に減っていた． 

上記のように欧米では化学物質に対する規制

が厳しく，農業生産における制約要因が大きく

なることが懸念され，その解決方法として「環

境保全型農業」と「総合的有害生物管理(IPM)」

が進められている． 

 

１１１１. 環境保全型農業環境保全型農業環境保全型農業環境保全型農業 

「環境保全型農業」は，農業の持つ物質循環

機能を生かし，生産性との調和などに留意しつ

つ，土づくり等をつうじて，化学肥料や農薬の

使用による環境負荷の軽減に配慮した持続的な

農 業 の 事 で あ る （ 熊 沢 , 2009 ）． 一 方 ， R. 

Carson 女史による"Silent spring"(1962)の

刊行以来，1967 年には FAO 専門家パネルに

よる IPM の理念の提示，1985 年 FAO による

「農薬の使用と流通に関する国際行動基準」の

発表，1991 年ヨーロッパ理事会による「農薬

登 録 に 関 す る 理 事 会 指 令

(91/414/EEC)」,1992 年「環境と開発に関

するリオ宣言：地球サミット」，1996 年「FAO

世界食糧サミット」開催と続き，環境や人の健

康に配慮した行動が求められるようになった． 

「環境と開発に関するリオ宣言：地球サミッ

ト」では，生物多様性条約により，①多様な生

物とその生息環境の保全，②生物資源の持続的

利用，③遺伝資源利用の利益の公平な分配が採

択され，農業分野では生態系サービス（調整サ

ービス）が注目された． 

一連の流れの中で，合成農薬による負の局面

から世界の多くの農薬会社等が批判され（例え

ば，Kenmore(1997), FAO (1995, 2001)）、

企業活動にも自制と生物多様性に関する積極的

な取り組みが求められるようになった．そして，

IPM に基づかない農薬の国際援助は支持しない

ことが表明され，これを受け，日本の農薬工業

会，世界各国の農薬工業会及びその上部団体で

ある「世界植物保護連盟（GCPF）」が共同で，

IPM に前向きに取り組むことを表明した． 

日本で言うところの環境保全型農業と FAO

が進める持続型農業開発の方向性はほぼ同じも

のと考える．第１図に示すように，総合的有害

生物管理は，持続型農業の一部として位置づけ

られていて(GCPF, 1996)，農業生産場面でも

生物多様性が求められている（表１）．生物多様

性から得られる人間の利益（生態系サービス）

は，土壌生物相，害虫の天敵，粉送者，粉送者

の代替餌，天敵のための餌等があげられている． 

すなわち，この様な利益をもたらす生物相を保

全することが求められている．この中で，農薬

や化学肥料の生態系への影響は大きい．農薬の

多回使用の問題点は以下のようである．農薬の

多回使用は作物の生産コストの増大及び生産者 
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 図 １  IPM と 持 続 型 農 業 開 発 (GCPF,1996) 

 

の 安 全 ， 生 産 物 の 安 全 ， 環 境 の 安 全 と い っ た

３ つ の 安 全 の 面 で 問 題 に さ れ て い る ．  

 

２２２２ . . .  .  日 本日 本日 本日 本 のののの 現 状現 状現 状現 状  

日 本 の 耕 地 で の 単 位 面 積 当 た り 農 薬 使 用 量

は 世 界 一 で あ る が （ OECD, 2008; 大 野 ・ 仲

井 , 2009）， 作 物 の 生 産 量 は 農 薬 の 使 用 量 と

は 比 例 し て い な い ． 世 界 の 稲 で 使 用 さ れ る 農

薬 の 90%は ア ジ ア で 使 用 さ れ ， 金 額 ベ ー ス

で は ， ア ジ ア の 稲 栽 培 で 使 用 さ れ る 殺 虫 剤 の

60%が ，殺 菌 と 除 草 剤 は そ れ ぞ れ ３ 分 の ２ が

日 本 一 国 で 消 費 さ れ て い る

(Woodburn,1990）．  

2002 年 の 全 国 の 違 法 農 薬 使 用 問 題 以 後 ，

2003 年 の 食 品 衛 生 法 改 正 に よ り ，2006 年

5 月 末 か ら ポ ジ テ ィ ブ リ ス ト 制 が 実 施 さ れ た ．

こ れ に よ り ， 各 作 物 に つ い て 残 留 基 準 が 設 定

さ れ て い な い 農 薬 が 一 律 基 準（ 0.01ppm）以

上 含 ま れ る 食 品 の 流 通 が 禁 じ ら れ ， 農 薬 使 用

を 極 力 抑 え た 農 法 が 益 々 求 め ら れ て い る ．  

わ が 国 で の 2002 年 の 違 法 農 薬 使 用 事 件 や

2008 年 の 中 国 製 餃 子 へ の メ タ ミ ド フ ォ ス の

混 入 事 件 ， 昨 今 の 食 品 の 偽 装 や 不 正 表 示 等 に

対 す る 消 費 者 の 不 信 は ， 食 品 へ の 安 心 ・ 安 全

を 求 め る 要 求 と な っ て 現 れ て い る ． し か し ，

わ が 国 の IPM は 農 薬 使 用 量 を 減 ら す と こ ろ

ま で は 貢 献 し て い な い ．  

 

３３３３ . 1990. 1990. 1990. 1990 年 代年 代年 代年 代 のののの IPMIPMIPMIPM 

FAO に よ る「 農 薬 の 使 用 と 流 通 に 関 す る 国

際 行 動 基 準 」 や 「 環 境 と 開 発 に 関 す る リ オ 宣

言：地 球 サ ミ ッ ト 」，「 FAO 世 界 食 糧 サ ミ ッ ト 」

と い っ た 一 連 の 国 際 会 議 の 影 響 を 受 け ， 世 界

植 物 保 護 連 盟 (GCPF)は FAO の 指 針 に 従 う

こ と を 表 明 し ，「 総 合 的 有 害 生 物 管 理  － 作 物

保 護 業 界 の 進 む 道 － 」 を 発 表 し た

(GCPF,1996)．GCPF に よ る IPM は ，①  病

害 虫 及 び 雑 草 を 予 防 す る シ ス テ ム ，(間 接 的 方

法 )②  観 察 し 意 志 決 定 を 行 う シ ス テ ム (意 志

決 定 手 段 )， ③  直 接 的 な 防 除 法 と い っ た ３ つ

の 部 分 か ら な る ．  

し か し ，2000 年 代 の 欧 米 の IPM は ，生 態

学 に 基 づ く 総 合 的 害 虫 管 理 へ と 軸 足 を 移 し て

耕作システムの内部 耕作システムの外部
　　生産の要素 作物、家畜、養殖 野生の食物源

作物の野生種

（生息域外のジーンバンク、家畜
交雑資源を含む）

　農業生産に対して生態系サー　農業生産に対して生態系サー　農業生産に対して生態系サー　農業生産に対して生態系サー 「関連する生物多様性」「関連する生物多様性」「関連する生物多様性」「関連する生物多様性」

　ビスを提供する生物多様性　ビスを提供する生物多様性　ビスを提供する生物多様性　ビスを提供する生物多様性
土壌生物相、害虫の天敵と送粉動土壌生物相、害虫の天敵と送粉動土壌生物相、害虫の天敵と送粉動土壌生物相、害虫の天敵と送粉動
物、送粉動物のための代替餌植物、物、送粉動物のための代替餌植物、物、送粉動物のための代替餌植物、物、送粉動物のための代替餌植物、
天敵のための代替餌動物天敵のための代替餌動物天敵のための代替餌動物天敵のための代替餌動物

土壌浸食の防止、水供給のための生土壌浸食の防止、水供給のための生土壌浸食の防止、水供給のための生土壌浸食の防止、水供給のための生
物多様性物多様性物多様性物多様性

土壌浸食の防止、水供給のた土壌浸食の防止、水供給のた土壌浸食の防止、水供給のた土壌浸食の防止、水供給のた
めの生物多様性めの生物多様性めの生物多様性めの生物多様性

その他の生物多様性

保全・美的な価値のための種（農地の
野鳥など）

表１　生物多様性と耕作システム (Millennium Ecosystem Assessment, 2005)

　その他の生物多様性 その他の野生の生物多様性

　遺伝的な改善の源 作物と作物の野生種

野生の景域における送粉動物野生の景域における送粉動物野生の景域における送粉動物野生の景域における送粉動物
のための代替餌植物などのための代替餌植物などのための代替餌植物などのための代替餌植物など
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い て ， 農 林 水 産 省 に よ る 「 総 合 的 病 害 虫 ・ 雑

草 管 理（ IPM）実 践 指 針 」と は 大 き く 異 な る ．  

か つ て ， 殺 虫 剤 が 効 か な い 害 虫 に は 作 用 性

や 化 学 構 造 の 異 な る グ ル ー プ の 薬 剤 を 一 定 の

間 隔 を お い て 使 用 す る ロ ー テ ー シ ョ ン 散 布 が

抵 抗 性 の 発 達 を 抑 制 す る の に 効 果 的 だ と さ れ

て い た ． こ の 方 法 は 日 本 で は 現 在 で も 推 奨 さ

れ て い る ．  

こ の 仮 説 が 成 り 立 つ た め に は ， 第 １ に ， 他

の 化 学 物 質 に 替 え た 場 合 に ， 抵 抗 性 個 体 が 完

全 に 制 御 さ れ う る ． 第 ２ に ， 殺 虫 剤 の 処 理 を

停 止 し た 場 合 ， 殺 虫 剤 に よ る 淘 汰 圧 が な い 条

件 下 で 抵 抗 性 が 減 少 す る ， と い う ２ つ の 仮 定

が 成 り 立 つ 必 要 が あ る ．  

し か し ，DDT 抵 抗 性 遺 伝 子 の よ う に ，有 機

塩 素 系 ， 有 機 リ ン 系 ， 合 成 ピ レ ス ロ イ ド 系 ，

ネ オ ニ コ チ ノ イ ド 系 と い っ た 系 統 が 異 な る 複

数 の 殺 虫 剤 に 対 し て も 抵 抗 性 を 示 す 遺 伝 子 が

発 見 さ れ て い る ． そ う し た こ と か ら ， ロ ー テ

ー シ ョ ン 散 布 を 行 っ て も 効 果 が 認 め ら れ な い

場 合 も 多 々 知 ら れ て い る ．  

ロ ー テ ー シ ョ ン 散 布 で 使 用 さ れ る 薬 剤 の 中

に は 種 類 に よ っ て は 効 果 が な い ば か り で な く ，

殺 虫 剤 を 使 っ て か え っ て 害 虫 が 増 え て し ま う

誘 導 多 発 生 （ リ サ ー ジ ェ ン ス ） を 生 じ る 場 合

も 散 見 さ れ る ． 薬 剤 の 持 つ こ の よ う な 欠 点 を

回 避 す る た め に ， 生 態 学 に 基 づ く 総 合 的 害 虫

管 理 が 求 め ら れ る よ う に な っ た ．  

 

４４４４ . . .  .  2000200020002000 年 代年 代年 代年 代 のののの 欧 米欧 米欧 米欧 米 でででで 進進進進 め ら れ て い るめ ら れ て い るめ ら れ て い るめ ら れ て い る IPMIPMIPMIPM 

生 態 学 に 基 づ く 総 合 的 害 虫 管 理 は ， 1) 有

害 生 物 の 操 作 ，2) 作 物 の 操 作 ，3) 環 境 の 操

作 か ら な り ， こ れ ら は 病 害 虫 の 発 生 要 因 か ら

導 か れ る ．  

(1) (1) (1) (1) 有 害 生 物有 害 生 物有 害 生 物有 害 生 物 のののの 操 作操 作操 作操 作     

農 薬 的 戦 術 と 非 農 薬 的 戦 術 か ら な り ， 非 農

薬 的 戦 術 に は 生 物 的 防 除 （ 天 敵 農 薬 や 微 生 物

防 除 剤 の 利 用 ），行 動 的 防 除（ フ ェ ロ モ ン ，黄

色 灯 や ブ ラ ッ ク ラ イ ト ，各 種 の 有 色 ト ラ ッ プ ，

光 反 射 マ ル チ な ど の 利 用 ） お よ び 物 理 的 防 除

が あ る ．  

(2)(2)(2)(2)    作 物作 物作 物作 物 のののの 操 作操 作操 作操 作     

「 作 物 の 操 作 」 は ， 耕 種 的 防 除 と 作 物 の 抵

抗 性 か ら な り ， 耕 種 的 防 除 は 有 害 生 物 の 密 度

を 経 済 的 被 害 許 容 水 準 以 下 に 留 ま る よ う に す

る も の で あ る ． 化 学 的 防 除 や 生 物 的 防 除 の よ

う に 有 害 生 物 に 直 接 的 に 効 か せ る も の で は な

く ， 作 物 ま た は 作 物 の 環 境 を と お し て 効 果 を

現 す ． そ の た め ， 途 中 か ら 始 め た り ， 途 中 で

止 め る こ と は で き な い ． 耕 種 的 防 除 は ， ① 予

防（ 移 動 経 路 の 遮 断 ），② 衛 生 ，③ 輪 作 ，④ 土

壌 条 件 ，⑤ 肥 沃 度 ，⑥ 作 物 品 種 ，⑦ お と り（ ト

ラ ッ プ ） 作 物 ， ⑧ 拮 抗 (対 抗 )植 物 の 利 用 な ど

が あ る ．  

(3(3(3(3))))     環 境環 境環 境環 境 のののの 操 作操 作操 作操 作     

微 生 息 場 所 と 作 物 周 辺 作 物 操 作 で あ る ．  

① 間 作 ： ２ つ ま た は そ れ 以 上 の 作 物 を 同 じ 畑

に 同 時 に 栽 培 す る と ， 圃 場 内 の 多 様 性 が 増 加

し ， 害 虫 の 被 害 を 軽 減 で き る こ と が 知 ら れ て

い る ．  

② 生 け 垣 な ど の 周 辺 植 物 お よ び 避 難 所

(refuge)： 生 け 垣 の 有 効 利 用 は イ ギ リ ス で 良

く 知 ら れ る が ， 欧 米 で は 境 界 ま た は 周 辺 植 生

が 露 地 裁 倍 で 重 要 視 さ れ て い る ． 生 け 垣 や 周

辺 植 物 等 は 害 虫 の 住 処 に も な る も の の ， チ ョ

ウ な ど の 人 々 の 好 む 昆 虫 や 天 敵 に 餌 植 物 を ，

捕 食 者 に 餌 と な る 昆 虫 や 花 粉 ， 蜜 と い っ た 餌

資 源 を ， 天 敵 の 越 冬 の た め の 生 息 地 や 生 息 に

適 し た 微 気 象 の 住 み か で あ る 隠 れ 家

(refuge)を 提 供 し た り す る ．  

 

お わ り にお わ り にお わ り にお わ り に  

米 国 で は 食 品 品 質 保 護 法 (FQPA)施 工 前 年

の 1995 年 に ， ク リ ン ト ン 大 統 領 は 2000

年 ま で に 米 国 の 生 産 者 の 75%に IPM を 取 り

入 れ た 農 業 を 実 現 す る と 宣 言 し

(Fernandez-Cornejo and Jans, 1999)，

米 国 の 多 く の IPM 研 究 者 が こ の 実 現 の た め

努 力 し て い る ．  

EU で は ， 有 機 リ ン 系 農 薬 や 有 機 塩 素 系 農

薬 の ほ と ん ど ， ピ レ ス ロ イ ド 系 農 薬 の 多 く が

使 用 し て 良 い 農 薬 リ ス ト か ら 外 さ れ ， こ れ に

対 応 す る IPM の 技 術 が 求 め ら れ て い る ．  

さ ら に ， 開 発 途 上 国 か ら は 先 進 開 発 国 に 対

し ， 化 学 合 成 農 薬 や 化 学 肥 料 に 頼 ら な い 技 術

の 移 転 が 益 々 求 め ら れ て い る ．  
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記記記記     

日 時  ：  平 成 23 年 6 月 17 日 (金 ) 午 後 3 時 ～ 3 時 30 分  

場 所  ：  東 京 農 業 大 学 2 号 館 3 階 国 際 農 業 開 発 学 科 会 議 室  

出 席  ：  １ ６ 名  

議 題  

 １ ． 桝 井 部 会 長 が 平 成 22 年 度 事 業 報 告 を 行 い 、 全 員 賛 成 に て 承 認 さ れ た 。  

   事 業 内 容 ： 部 会 総 会 1 回 、 幹 事 会 4 回 、 講 演 会 2 回 、 ﾌｫｰﾗﾑ 1 回 （ 天 敵 利 用 研 究 会  

熊 谷 大 会 ） 、 部 会 ﾆｭｰｽ 3 回 発 行  

 ２ ． 足 達 幹 事 （ 庶 務 担 当 ） が 平 成 22 年 度 決 算 報 告 を 、 小 川 監 査 役 が 監 査 報 告 を 行 い 、  

全 員 賛 成 に て 承 認 さ れ た 。  

 ３ ． 桝 井 部 会 長 が 平 成 23 年 度 事 業 計 画 を 説 明 し 、 全 員 賛 成 に て 承 認 さ れ た 。  

        部 会 総 会 1 回 、 幹 事 会 4 回 、 講 演 会 3 回 部 会 ﾆｭｰｽ発 行 3 回 。  

 ４ ． 足 達 幹 事 が 、 平 成 23 年 度 予 算 案 を 説 明 し 、 全 員 賛 成 に て 承 認 さ れ た 。  

 ５ ． そ の 他  ： 会 員 動 向 ： 新 規 入 会  石 原 産 業 株 式 会 社 。 退 会  個 人 1 名  
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特別講演特別講演特別講演特別講演会会会会のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ    

    
下 記 日 程 に て 、 ミ シ ガ ン 州 立 大 学 の 宮 崎 覚 教 授 を 迎 え 、 講 演 会 を 開 催 致 し ま す 。  

皆 様 の ご 参 加 を お 待 ち 致 し ま す 。 今 回 は 、 講 演 内 容 を 鑑 み 、 多 く の 方 々 に ご 参 加

頂 け る よ う に 公 開 と し 、 特 別 講 演 会 と 致 し ま し た 。  

 

記  

 

開 催 日 時 ： 2011 年 11 月 ２ ８ 日 （ 月 ）  午 後 3 時 15 分 ～ 5 時 15 分  

開 催 場 所 ： 東 京 農 業 大 学 世 田 谷 キ ャ ン パ ス  新 1 号 館 311 教 室  

演 題   ： 米 国 の 農 薬 規 制 と 対 応 策 ― IR-4、 FQPA を 中 心 に し て ―  

      Ｉ Ｒ － 4（ マ イ ナ ー 作 物 に 対 す る 農 薬 登 録 ） を 主 に 、 FQPA（ 食 品  

品 質 保 護 法 ） 、 IPM、 生 物 農 薬 な ど に も 触 れ て い た だ く 。 ま た 、  

質 問 時 間 を 多 め に 設 定 し ま す 。  

演 者   ： 米 国 ミ シ ガ ン 州 立 大 学  宮 崎  覚 教 授  

参 加 費  ：部 会 会 員 の 方 々 は 参 加 無 料 、非 会 員 の 方 々 は 、当 日 参 加 費 と し て 1,000 

円 を い た だ き ま す 。 な お 、 講 演 後 懇 親 会 （ 会 場 ： カ フ ェ テ リ ア ・ グ  

リ ー ン ） を 開 催 、 懇 親 会 参 加 費 3,000 円 を 当 日 お 支 払 い く だ さ い 。  

会 場 受 付 ： 受 付 は 、 午 後 2 時 ４ ５ 分 よ り お こ な い ま す 。  

申 込 先  ： 東 京 農 業 大 学 世 田 谷 キ ャ ン パ ス 国 際 農 業 開 発 学 科  足 達 太 郎  

      住 所 ： 〒 156-8502 東 京 都 世 田 谷 区 桜 丘 １ － １ － １  

      電 話 ： 03-5477-2411（ 直 通 ）  FAX： 03-5477-4032 

      E ﾒｰﾙ： t3adati@nodai .ac . jp  
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